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第1章：沖縄と米軍基地の歴史的側面
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なぜ普天間飛行場を辺野古へ移設する
ことに反対なのですか。

沖縄県は辺野古新基地建設に反対していま
すが、日米安全保障体制に反対なのですか。

沖縄県が、辺野古への移設を反対すると、
普天間飛行場の危険が放置されるのでは
ないですか。
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ジュゴンの餌場、生活の場である辺野古・
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はじめに
　沖縄県には全国の米軍専用施設面積の約７割が存在しており、沖縄本島面積の約15％を占めています。

　その広大な米軍基地に起因する事件や事故、騒音や環境問題などは、沖縄県民の生活に大きな影響を与えると

ともに、その存在は、沖縄の経済発展をフリーズ（阻害）させています。

　このような沖縄への過重な基地負担について、沖縄県民の約７割が「差別的な状況である」と感じています。

　また、普天間飛行場の辺野古移設計画については、これまでの一連の選挙において、辺野古移設に反対する県

民の民意が示され続けており、平成31年２月（2019年）に行われた県民投票においても、投票者総数の71.7％が

辺野古埋立てに反対との結果が示されています。

　国民の約８割は日米安全保障体制が必要だとしていますが、米軍基地負担の大部分は沖縄県が背負わされ続

けています。沖縄県は、日米安全保障体制については、これまで日本と東アジアの平和と安定の維持に寄与してき

たと考えており、その必要性を理解しています。しかし、戦後75年を経た現在もなお、国土面積の約0.6％しかない

沖縄県に、全国の米軍専用施設面積の約７割が集中していることによる県民の負担はあまりに大きく、到底容認出

来るものではありません。日本の安全保障が大事であるならば、基地負担の在り方についても日本国民全体で考

え、その負担も日本全体で分かち合うべきではないでしょうか。

　沖縄における米軍基地問題は、歴史的な側面や基地と経済の関係などについて、全国的に十分理解されていな

いばかりでなく、様々な誤解があるのが現状です。

　このパンフレットをご覧いただき、沖縄における米軍基地問題を正しく理解していただければ幸いです。


